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市民教育（instruction morale et civique）」について述べられ，道徳教育（programme de morale）
分野と市民教育（programme d’ instruction civique）分野に枝分かれしている。 
11 歳から 13 歳の小学校上級（cours supérieur）を例にとると，道徳教育の学習内容は大きな分
類として，Ⅰ．「家族（la famille）」，Ⅱ．「社会（la société）」, Ⅲ．「祖国（la patrie）」に分けら
れている。「家族」に関しては，両親と子どもの義務が論点とされている。「社会」に関しては，主
に正義（justice）の観念が中心課題となっており，関連して慈善（charité）や友愛（fraternité）, 
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2. 間接的に「人口」概念と結びつく「家族」記述 
間接的なかたちで「人口」と結びついている「家族」記述が行われていたのは教科書⑥と⑦であ
る。この 2 冊を編集したのは文学士，元教師という肩書をもち聖職者である E. Bourceau と，ボル










1935 年刊行の教科書⑦では，1 回分の授業を「家族を形成する義務（devoir de fonder une 
famille）」というテーマにあてることが想定されている15。この「家族形成義務」は，宗教職，エリ
ート精神，健康状態などの例外的事由を除いては，全ての男女が想定すべき義務だとされる。 




個人は家族を形成することによって「人種を永続させること（perpétuité de la race）」と「社会を




















  「1．フランスは子どもの不足によって死滅するのだろうか？ 




   2．人口減退（dépopulation）の危険は，これまでフランスが経験したもののうちで最大の
ものである。敗戦からは立ち直りつつある。自滅からは立ち直ってはいない。 
   もしフランスの出生率が 1800年のまま，つまり，各家庭 4～5人という出生率であったなら，
フランスの住民は 9,000 万人であっただろう。それは世界一である。 
   しかし，ドイツやイタリアが人口を倍増させていたにもかかわらず，フランスでは 100 年間
に 900 万人しか増加しなかった。 
   1900 年頃一人のフランス人が書いたように，私たちは「独身者と一人息子の国」となってお
り，イギリス人が言ったように「死滅しつつある国」であり，日本人が付け加えたように「フ
ランスは国家のランキングから早々に消える」。 
   3．外国人（étrangères）の手の中に大地と工場を明け渡してよいのだろうか？ 私たちのエ
ネルギーをエゴイズム（égoisme）の中で枯れさせてよいのだろうか？ 
   すでに人口減退が多くの県でおこり，農場は荒廃している。すぐに，揺りかごよりも棺桶の
ほうが必要になるだろう。 
   4．死の苦しみのもとにあっても，フランスはフランス人を増やさなければならない。すで
に国家は家族を賛美し，扶助しており（家族手当，等々），子どもを育てる若い家庭を支援して
いる。 
















教科書⑧の著者 A. Souché の経歴は，この時期の初等教育視学官（inspecteur de l’ enseignement 
primaire）ということ以外，詳しいことは分かっていないが，教科書⑧が出産奨励運動の影響を受
けて編集されていることは，記述の内容や使用されている用語から明白である。 
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  「フランスの人口減退。外国における人口の増加。いくつかの統計。 
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 2004（平成 14）年に公表されたＰＩＳＡ2003 の日本の結果は，読解リテラシーの平均得点はＯＥ
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